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D を (n + 2) 次元ベクトル空間 Rn+2 の標準的な接続とする。

n 次元多様体 M の Rn+2 へのはめ込み x : M → Rn+2 で、各 p ∈ M

について x(p)と x∗Tp(M)が Rn+2 で横断的に交わるものを、中心アフィ

ンはめ込みという。このとき、x に沿ってのベクトル場 ξ で

Tx(p)(Rn+2) = x∗Tp(M) ⊕ R ξ(p) ⊕ R x(p), p ∈ M

を満たすものをとると、この分解に従って、捩れをもたないアフィン接続

∇ と対称 (0, 2) テンソル場 h, T が

DX(x∗Y ) = x∗(∇XY ) + h(X, Y )ξ + T (X, Y )x

により定義される。特に、h が非退化のときには、ある正規化条件を課す

ことで、ξ は一意に定まることが知られている ([3, ノート 9])。このとき

M 上に定められる擬リーマン計量 h を、アフィン基本形式という。また、

ξ の微分 DXξ の x∗T (M)-成分を −S(X) とおくとき、H = (trace S)/n

をアフィン平均曲率という。

[1] で古畑は、変分ベクトル場が ξ 方向の成分のみをもつような変分に

対して、アフィン基本形式 h が定める体積汎関数の停留点、アフィン極

小はめ込み、について考察し、アフィン平均曲率 H が恒等的に 0 である

ことがアフィン極小であるための必要十分条件であること、二次曲面

φ0(u1, u2) =
(

u1 + u2

√
2

,
u1 − u2

√
2

, u1u2, 1
)

, (u1, u2) ∈ R2

およびクリフォード・トーラスはアフィン極小であること、等を示した。

ここでは、M を 2 次元として、アフィン基本形式が不定値であり ∇ が
h のレヴィ・チヴィタ接続に一致している (不定値自己双対)中心アフィン

曲面について、アフィン平均曲率が一定であるものが、局所的には具体的



に決定できたことを報告する。なお、不定値でない場合についても同様の

結果が示されるが、これに関しては [2] を参照していただきたい。

定理 1 1. 任意の 1 変数関数 µ, ν に対して

x(u1, u2) = eµ(u1)+ν(u2)φ0(u1, u2)(1)

は、極小な不定値自己双対中心アフィン曲面である。逆に、極小な不

定値自己双対中心アフィン曲面は、局所的にはすべて (1) 式の形で

与えられる。

2. 任意の 1 変数関数 µ, ν に対して

x(u1, u2) =
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∫ u1

exp µ(t)dt +
∫ u2

exp
(
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)
dt

φ0(u1, u2)(2)

は、アフィン平均曲率 −1 の不定値自己双対な中心アフィン曲面で

ある。逆に、アフィン平均曲率 −1 の不定値自己双対な中心アフィン

曲面は、局所的にはすべて (2) 式の形で与えられる。

定理 2 1 変数関数 p, q で p(0) = 1, p′(0) = 1, q(0) = 1, q′(0) = 0 を満

たすものをとり、

p̂(u1) = p(u1)
∫ u1

0
p−2(t)dt, q̂(u2) = q(u2)

∫ u2

0
q−2(t)dt

とすると、

x(u1, u2) =
(
p(u1)q(u2), p(u1)q̂(u2), p̂(u1)q(u2), p̂(u1)q̂(u2)

)
(3)

は極小な不定値自己双対中心アフィン曲面である。逆に、極小な不定値自

己双対中心アフィン曲面は、局所的にはすべて (3) 式の形で与えられる。
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